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(57)【要約】
　複式フィルターは、上面、下面および側面を含有する
誘電体材料のコアを含み、これを貫通して１番目と２番
目の組の離間したスルーホールが延びる。上面から外方
に壁が延びて周辺リムとキャビティを規定する。上記壁
及び周辺リムに延びて送信接続ポスト、受信接続ポスト
及びアンテナ接続ポストを規定する上面の金属化された
ストリップを含む金属化及び非金属化領域が選択された
コア表面に規定される。ある実施形態では、コアは、１
番目と２番目の組のスルーホールを分離する金属化内部
層を規定するように結合された２つの別々のブロックか
らなり、上面の外壁が、その上の各送信及び受信導電パ
ターンを分離する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面、下面および側面を含有し、１番目と２番目の組の離間したスルーホールを規定す
るコアであって、前記各スルーホールが前記上面に規定される開口部から前記下面に規定
される開口部まで前記コアを通じて延びる、前記コアと、
　前記上面から外側に延びる、少なくても１番目、２番目および３番目のポストと、
　前記コア上の金属化領域と非金属化領域の表面層パターンであって、前記上面に位置し
前記１番目のポストへ延びる１番目の金属化接続領域、前記上面に位置し前記２番目のポ
ストへ延びる２番目の金属化接続領域および前記上面に位置し前記３番目のポストへ延び
る３番目の金属化接続領域を含む前記パターンとを有するフィルター。
【請求項２】
　前記１番目、２番目および３番目のポストのそれぞれがプリント回路基板の上面に設置
されるように適合された上部リムを規定する請求項１に記載のフィルタ。
【請求項３】
　前記上面から上方に延びる少なくても１番目、２番目および３番目の壁を更に有し、前
記１番目、２番目および３番目のポストが前記１番目、２番目および３番目の壁にそれぞ
れ形成される請求項１に記載のフィルタ。
【請求項４】
　前記１番目と２番目の壁が相互に対向し、前記３番目の壁が前記１番目と２番目の壁を
接続する請求項３に記載のフィルタ。
【請求項５】
　前記コアが前記１番目と２番目の各組の離間したスルーホールを規定する結合された１
番目と２番目のブロックから成り、前記１番目と２番目のブロックが少なくても１つの金
属化外面を含有し、前記１番目と２番目のブロックが各前記金属化外面に沿って結合され
るときに、少なくても１つの前記金属化外面が金属化内部層を規定する請求項１に記載の
フィルタ。
【請求項６】
　上面、下面および少なくても１つの側面を含有し、前記上面と前記下面に規定される各
開口部の間を延びる１番目と２番目の組のスルーホールを規定するブロックと、
　前記上面から外側に延びる複数の壁と、
　前記上面に規定された前記壁の１つへ延びる入力電極、前記上面に規定された前記壁の
１つへ延びる出力電極および前記上面に規定された前記壁の１つへ延びるアンテナ電極を
含む前記ブロックの前記上面に規定される金属化領域と非金属化領域のパターンを有する
フィルタ。
【請求項７】
　前記複数の壁と前記上面が協働して前記フィルタにキャビティを規定する請求項６に記
載のフィルタ。
【請求項８】
　前記複数の壁の１つ以上が少なくても１番目、２番目および３番目のポストを規定する
複数のスロットを規定し、前記入力電極、出力電極およびアンテナ電極が前記１番目、２
番目および３番目のポストへそれぞれ延びる請求項６に記載のフィルタ。
【請求項９】
　前記１番目、２番目および３番目のポストが前記複数の壁の異なる壁に規定される請求
項８に記載のフィルタ。
【請求項１０】
　前記複数の壁の１つが前記ブロックの前記上面に規定される前記パターンを分離する請
求項６に記載のフィルタ。
【請求項１１】
　前記１番目と２番目の組のスルーホールを分離する前記ブロックの金属化内壁を更に有
する請求項６に記載のフィルタ。
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【請求項１２】
　前記ブロックが前記１番目と２番目の各組のスルーホールを規定する相互に結合された
１番目と２番目の別々のブロックから成る請求項１１に記載のフィルタ。
【請求項１３】
　金属化領域パターンを有する外面を含有する誘電材料のコア、
　前記コアを通じて延び前記外面の開口部に終端がある１番目と２番目の組のスルーホー
ル、および
　前記１番目と２番目の組のスルーホールの各開口部を分離する前記外面に形成される少
なくても１番目の壁を有するフィルタ。
【請求項１４】
　前記コアが前記１番目と２番目の組のスルーホールを分離する金属化内部層を含有する
請求項１３に記載のフィルタ。
【請求項１５】
　前記コアが前記１番目と２番目の組のスルーホールをそれぞれ規定し、前記金属化内部
層を規定するように結合されている１番目と２番目の誘電材料のブロックから成る請求項
１４に記載のフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　本出願は２００９年１月８日に出願された米国仮特許出願第６１／２０４，５９４号の
出願日と公開の利益を主張し、また、２００８年１２月９日に出願された米国仮特許出願
第１２／３１６，２３３号、現在は２００９年６月１１日に公開された米国特許出願公開
第ＵＳ２００９／０１４６７６１－Ａ１号の一部継続出願であり、その出願日と公開の利
益を主張するものであり、それらの出願と公開の全開示内容をそのまま引用することによ
り参照として本書に明示的に援用する。
【０００２】
　本発明は、無線周波数信号用の誘電体ブロックフィルタ、特にモノブロック複式（デュ
ープレクス）フィルタに関する。
【背景技術】
【０００３】
　セラミックブロックフィルタには、多数の部品からなる素子フィルタと比較して利点が
いくつかある。ブロックは比較的に製造し易く、頑丈で、比較的に小型である。セラミッ
クブロックフィルタの基本設計では、一方の細長い側面から対向する細長い側面までブロ
ックを通じて延びるスルーホールと呼ばれる概略円筒形の通路により共振器が形成される
。ブロックの大部分は、６つの（外）側面の１つを除くすべての側面上および共振器スル
ーホールにより形成される内壁上に導電材料でめっき（金属化）される。スルーホール開
口部を含有する２つの対向側面の１つは完全には金属化されないが、代わりに一連の共振
器を通じて入出力信号を結合する設計の金属化パターンを有する。従来から、このパター
ンを有する側面が典型的なブロック上部となっている。設計によっては、このパターンは
入出力電極が形成されるブロック側面まで延びる場合がある。
【０００４】
　隣接する共振器間のリアクティブ結合は、各共振器の物理的寸法、他の共振器に対する
各共振器の配置および上面金属化パターンの態様により少なくてもある程度決定される。
ブロックの内部および周辺における電磁場の相互作用は複雑で、予測困難である。
【０００５】
　また、隣接しない共振器間の寄生結合を無効にして好適な阻止帯域を実現するため、こ
れらのフィルタは、ブロックの開路端に取り付けられ開路端に渡り配置された外側金属シ
ールドを具備する場合がある。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これらのＲＦ信号フィルタは１９８０年代以降、商業的に広く受け入れられてきたが、
基本設計改善の努力が継続的になされている。
【０００７】
　世界各国の政府当局は、無線通信プロバイダによる追加サービスの提供を可能にする目
的で商業的利用のための高ＲＦ周波数を新たに割り当てている。そして、標準化機構は、
新たに割り当てられた周波数を有効に利用する目的で個々のチャネルばかりでなく圧縮送
信や受信帯域に関する帯域幅仕様を採択している。このような傾向により複式フィルタ技
術の制限が緩和され、周波数の選択幅が広がり、帯域アイソレーションが増加し、また、
挿入損失、帯域干渉およびクロストークが減少している。
【０００８】
　高周波数化とチャネルの混雑に伴い、顧客は同じプリンント基板とフィルタを異なる周
波数プラットフォームの異なる動作周波数で使用しなければならず、市場は小型の無線通
信装置と長寿命のバッテリーの開発を余儀なくされている。このような傾向により、フィ
ルタなど無線コンポーネントの設計は大きな制約を受けている。フィルタ設計者はスペー
スを取る共振器を単純には追加できず（すなわち、フィルタサイズを大きくできない）、
信号除去改良の目的で挿入損失を増加させることを許されなくなっている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上面、下面および側面と共にコアを具備するフィルタに関する。コアは１番
目と２番目の組の離間したスルーホールを規定し、各スルーホールは上面に確定された開
口部から下面に規定される開口部までコアを通じて延びる。少なくても、１番目、２番目
および３番目のポストが上面から外側に延びる。フィルタは金属化領域と非金属化領域か
ら成る表面層パターンをコア上に含有し、表面層パターンは上面に位置し１番目のポスト
上へ延びる１番目の金属化または電極接続領域、上面に位置し２番目のポスト上へ延びる
２番目の金属化または電極接続領域および上面に位置し３番目のポスト上へ延びる３番目
の金属化またはアンテナ接続領域を含有する。
【００１０】
　ある実施例では、１番目、２番目および３番目のポストが、プリント回路基板上面に設
置されるように適合した上部リムを規定する。
【００１１】
　ある実施例では、少なくても１番目、２番目および３番目の壁が上面から上方に延び、
１番目、２番目および３番目の各ポストが１番目、２番目および３番目の壁に形成される
。
【００１２】
　ある実施例では、１番目と２番目の壁が対向し、３番目の壁が１番目と２番目の壁を接
続し、それら複数の壁と上面がフィルタのキャビティを規定する。ある実施例では、各ポ
ストが各壁に形成される各スロットにより規定される。また、ある実施例では、別の壁が
上面から上方に延び、１番目と２番目の組の離間したスルーホールの各開口部を分離する
。
【００１３】
　ある実施例では、コアが結合された１番目と２番目のブロックから成り、１番目と２番
目の組の離間した各スルーホールを規定する。１番目と２番目の各ブロックは少なくても
１つの金属化外面を含有し、１番目と２番目のブロックが各金属化外面に沿って結合され
る際、外面は中央の金属化内側層を規定する。
【００１４】
　本発明の他の利点と特徴を次に続く実施例の詳細な説明と図面および添付の特許請求の
範囲で明らかにする。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
　本明細書の一部である添付図面では、全図と通して、同様の部分には同様の符号が使用
されている。
【図１】図１は、本発明の送信フィルタや低域フィルタまたは複式フィルタのブランチを
示す上面斜視図である。
【図２】図２は、本発明の受信フィルタや高域フィルタまたは複式フィルタのブランチを
示す上面斜視図である。
【図３】図３は、図１と図２を結合した構造の本発明の複式フィルタの１つの実施例を示
す上面斜視図である。
【図４】図４は、キャビティの上面を下向きにして顧客のプリント回路基板に取り付けた
図３の複式フィルタを示す上面斜視図である。
【図５】図５は、図３と４に示した本発明の複式フィルタの信号強度（または信号損失）
対周波数を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明は様々な態様の実施例が可能であるが、本明細書及び添付図面では本発明の複式
フィルタの１つの実施例を開示する。無論、本発明は本書で説明する実施例に限定される
ものではない。また、添付の特許請求の範囲で、本発明の範囲を特定する。
【００１７】
　図３は、以下に詳しく説明する通り単式（シンプレックス）送信フィルタや単式低域信
号フィルタまたはブランチ１０（図１）と単式受信フィルタや単式高域信号フィルタまた
はブランチ４００（図１２）とが並列の関係で適切に結合された、本発明の複式フィルタ
８００の１つの実施例を示す。
【００１８】
　図１に示す通り、複式フィルタ８００の送信フィルタ１０は、好適な誘電定数のセラミ
ック誘電物質を材料とする概略細長い形状、平行６面体または箱形の頑丈なブロックまた
はコア１２を具備する。ある実施例では、誘電材料は３７以上の誘電定数のバリウムセラ
ミックやネオジムセラミックの場合がある。
【００１９】
　コア１２は、縦上面１４、上面１４と平行し正反対になる縦下面１６（図４）、１番目
の縦側面１８、１番目の縦側面１８と平行し正反対になる２番目の縦側面２０（図４）、
３番目の横側面または端面２２および３番目の横側面または端面２２と平行し正反対にな
る４番目の横側面または端面２４という概略長方形の６つの面を含有する外面を規定する
。
【００２０】
　また、コア１２は、上面１４の４つの各外周辺端部から上方外側に延びる概略平面の４
つの壁１１０、１２０、１３０および１４０を規定する。そして、壁１１０、１２０、１
３０および１４０は協働して上部周辺フィルタリム２００を規定し、壁１１０、１２０、
１３０、１４０および上面１４はフィルタ１０上部のキャビティ１５０を規定する。
【００２１】
　縦に延びる壁１１０と１２０は、相互に平行し正反対になる。横に延びる壁１３０と１
４０は相互に平行し正反対になり、通常、壁１１０と１２０に垂面の関係で結合される。
【００２２】
　壁１１０は、外面１１１（図４）と内面１１２を含有する。外面１１１は、側面２０（
図４）と共に延び、同一平面上にある。壁１１０の中心部１１０Ｃは、上面１４と壁１１
０に対し約４５°の角度で対向壁１２０の方向にリム２００から上面１４まで外側下方へ
傾斜すなわち勾配する内面１１２Ｃを含有する。壁１２０、１３０および１４０のすべて
は、各コア側面と概略同一平面上にある概略垂直の外壁および上面１４により規定される
水平面と概略実質的に垂面の関係にある概略垂直の内壁を規定する。
【００２３】
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　また、壁１１０は、概略平行で離間した複数の壁部を規定する。端壁部１１０Ａは、壁
１３０に隣接し垂面に規定される。上方に延び隔離された接地壁、ポストまたはフィンガ
ー１１０Ｂは、壁部１１０Ａに隣接し離間した位置に規定される。スロット１６０は、端
壁部１１０Ａとポスト１１０Ｂの間に規定される。中央壁部１１０Ｃは、ポスト１１０Ｂ
に隣接、離間して位置する。スロット１６２は、ポスト１１０Ｂと中央壁部１１０Ｃの間
に規定される。上方に延び隔離された接地壁、ポストまたはフィンガー１１０Ｄは、中央
壁部１１０Ｃに隣接、離間して規定される。スロット１６４は、中央壁部１１０Ｃとポス
ト１１０Ｄの間に規定される。ポスト１１０Ｄはポスト１１０Ｂと正反対になり、壁１４
０に隣接する壁１１０の端部に規定される。壁部１１０Ｅは、壁１４０とポスト１１０Ｄ
の間に規定される。壁部１１０Ｅは、壁１４０に対し垂面となる。スロット１６６は、ポ
スト１１０Ｄと壁部１１０Ｅの間に規定される。
【００２４】
　また、壁１１０の内面１１２は、内垂直部１１２Ａと１１２Ｂおよび内勾配面部または
傾斜面部１１２Ｃ、１１２Ｄ、１１２Ｅを含む複数の部分に分離される。内面部１１２Ａ
は、壁部１１０Ａに位置する。内面部１１２Ｂは、壁部またはポスト１１０Ｂに位置する
。内面部１１２Ｃは、壁部１１０Ｃに位置する。内面部１１２Ｄは、壁部またはポスト１
１０Ｄに位置する。内面部１１２Ｅは、壁部１１０Ｅに位置する。
【００２５】
　また、壁部１１０Ｃ、１１０Ｄおよび１１０Ｅは、一般に三角形の側壁を規定する。具
体的には、壁部１１０Ｃはポスト１１０Ｂから離間した側壁１１４Ｄおよびポスト１１０
Ｄから離間した側壁１１４Ｅを規定する。ポスト１１０Ｄは、壁部１１０Ｃから離間した
側壁１１４Ｆおよび壁部１１０Ｅから離間した側壁１１４Ｇを規定する。壁部１１０Ｅは
、ポスト１１０Ｄから離間した側壁１１４Ｈを規定する。
【００２６】
　壁１２０は、外面１２１と内面（図示なし）を含有する。外面１２１はコア側面１８と
共に延び、同一平面上にあり、内面（図示なし）はコア上面１４に対し垂面である。
【００２７】
　壁１３０は、外面１３１と内面（図示なし）を含有する。外面１３１はコア側面２４と
共に延び、同一平面上にあり、内面（図示なし）はコア上面１４に対し垂面である。
【００２８】
　壁１４０は、外面（図示なし）と内面１４２を含有する。外面（図示なし）はコア側面
２２と共に延び、同一平面上にあり、内面１４２はコア上面１４に対し垂面である。
【００２９】
　上方に延び隔離された壁部、ポストまたはフィンガー３００は、コア側面１８と２４を
橋渡しするコア１２の左下隅に規定される。ポスト３００は壁１２０と１３０から離間し
、ポスト３００と壁１３０の間のスロット３０２およびポスト３００と壁１２０の間のス
ロット３０４を規定する。下に詳しく説明する通り、ポスト３００は、金属化されない非
金属化領域４４と連続の１対の一般に三角形の側壁３０８を規定する。外側壁３０８は、
コア側面１８および壁１２０の外面１２１と同一平面上にある。ポスト３００は、金属化
上部リム３１２、コア端面２４と壁１３０の外面１３１と同一平面上にある金属化前面３
０６および金属化内勾配面または内斜面３１０を含有する。
【００３０】
　また、単式送信フィルタ１０は、誘電体コア１２に規定されコア１２の上面１４（図１
）と下面１６（図４）に終端がある複数の金属化スルーホール３０により一部が規定され
る複数の共振器２５を有する。スルーホール３０は、コア側面２２に隣接する点から対向
コア側面２４に隣接する点までブロック１２に沿って離間した共直線の関係で延びる。各
スルーホール３０は、円筒形の金属化内側壁面３２により規定される。
【００３１】
　また、コア１２の上面１４は、導電金属化領域またはパターンと絶縁非金属化領域また
はパターンとから成る凹型の表面層パターン４０を規定する。パターン４０の一部はコア



(7) JP 2012-514954 A 2012.6.28

10

20

30

40

50

１２の上面１４に規定され、キャビティ１５０底部の凹型位置に基づいてコア壁１１０、
１２０、１３０および１４０の上部リム２００から離間した関係で凹型フィルタパターン
を規定する。
【００３２】
　金属化領域は、導電銀を含有する材料の表面層の場合がある。また、凹型パターン４０
は、コア下面１６、すべてのコア側面および各スルーホール３０の側壁３２を覆い共振器
スルーホール内部から連続してコア上面１４とコア下面１６の両方へ延びる広い金属化領
域またはパターンを規定する。この凹型パターンは、帯域外信号の送信を吸収または防止
する役割を果たすため接地電極とも呼ばれる。
【００３３】
　コア上面１４の凹型パターン４０は少なくても共振器パッド６０Ａ、６０Ｂ、６０Ｃ、
６０Ｄ、６０Ｅおよび６０Ｆを有し、それらのパッドが少なくても部分的に各スルーホー
ル３０の上部開口部を囲繞する。共振器パッド６０Ａ～Ｆはスルーホール３０の各内面３
２を通じて延びる金属化領域に隣接または接続し、隣接する共振器および他の表面層金属
化領域との容量結合を事前に設定する形状である。非金属化領域またはパターン４４は金
属化共振器パッド６０Ａ～Ｆのすべてを囲繞し、コア側面１８、２０および２４の少なく
ても一部に渡り延び、コア上面スロット部１８２、１８３、３２０および３２２へ延び、
コア側壁部１１４Ｅ、１１４Ｆ、１１４Ｇおよび１１４Ｈへ延び、また、ポスト３００の
外側壁３０８の外側へ延びる。
【００３４】
　また、非金属化領域４４は、ポスト３００の前面３０６とスロット３０２の下に位置す
るコア側面２４の一部へ延びる一般に長方形の非金属化領域３１４を規定する。一般に長
方形のもう１つの非金属化領域３１６は領域３１４と結合され、ポスト３００の外側壁３
０８とスロット３０４の下に位置するコア側面１８の一部へ延びる。
【００３５】
　同様の一般に長方形の非金属化領域３１７（図４）は、ポスト１１０Ｄおよびスロット
１６４と１６６の上に位置するコア側面２０の一部へ延びる。
【００３６】
　また、コア上面１４の表面層パターン４０は、１対の隔離された導電金属化信号領域、
入出力送信接続領域または電極２１０およびアンテナ入出力信号接続領域または電極３３
０を規定する。
【００３７】
　入出力信号接続領域２１０は壁１１０の一部、具体的にはＲＦ信号入出力ポスト１１０
Ｄの内面と上部リム部１１２及び２００へ延び、下に詳しく説明する通り例えば表面実装
送信導電接続点、パッドまたは接触部を規定する。
【００３８】
　金属化接続領域または電極２１０は、壁１４０に隣接して位置する。入力接続領域また
は電極２１０は、電極部２１１、２１２、２１３および２１４を含有する。電極部２１１
は共振器パッド６０Ｅと６０Ｆの間に位置し、ポスト１１０Ｄの内面部１１２Ｄに位置す
る電極部２１２と接続する。電極部２１３は、電極部２１１と２１２に接続する。電極部
２１４は、ポスト１１０Ｄの上部リム部２００に位置する。また、電極部２１４は、ポス
ト１１０Ｄの外面に位置する電極部（図示なし）と接続する。さらに、電極部２１４は、
非金属化領域により四方を囲繞されている。
【００３９】
　アンテナ接続領域３３０はポスト３００へ延び、下に詳しく説明する通りアンテナ表面
実装送信導電接続点、パッド、接触部またはポストとしての役割を果たす。
【００４０】
　金属化アンテナ接続領域または電極３３０は概略Ｌ型で、壁１２０に隣接して位置する
。電極３３０は、電極部３３１、３３２、３３３、３３４および３３５を含有する。電極
部３３２は共振器パッド６０Ａと６０Ｂの間に位置し、電極部３３１と接続する。電極部
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３３３はポスト３００の内面部３１０に位置し、電極部３３１と接続する。電極部３３４
はポスト３００の上部リム部２００に位置し、電極部３３３と接続する。電極部３３５は
ポスト３００の外面３０６に位置し、非金属化領域により四方を囲繞されている。
【００４１】
　凹面パターン４０は、金属化領域と非金属化領域を含有する。非金属化領域は相互から
離間し、それにより容量結合される。容量結合の量は、金属化領域のサイズや隣接する金
属化部の間の分離距離ばかりでなく全体的なコア形状やコア誘電材料の誘電定数とほぼ関
係する。同様に、面パターン４０は、金属化領域間の誘導結合を引き起こす。
【００４２】
　図２の説明に移るが、単式受信フィルタ４００は、好適な誘電定数のセラミック誘電物
質を材料とする概略細長い平行６面体または箱形の頑丈なブロックまたはコア４１２を具
備する。ある実施例では、誘電材料は３７以上の誘電定数のバリウムセラミックやネオジ
ムセラミックの場合がある。
【００４３】
　コア４１２は、コア縦上面４１４、コア上面４１４と平行し正反対になるコア縦下面４
１６（図４）、１番目のコア縦側面４１８、側面４１８と平行し正反対になる２番目のコ
ア縦側面４２０、３番目のコア横側面または端面４２４およびコア端面４２４と平行し正
反対になる４番目のコア横側面または端面４２２という概略長方形の６つの面を含有する
外面を規定する。
【００４４】
　また、コア４１２は、コア上面４１４の４つの各外周辺端部から上方外側に延びる概略
平面の４つの壁５１０、５２０、５３０および５４０を規定する。そして、壁５１０、５
２０、５３０および５４０のすべては上部周辺フィルタリム６００を規定し、壁５１０、
５２０、５３０、５４０および上面４１４は協働してフィルタ４００上部のキャビティ５
５０を規定するように結合する。縦壁５１０と５２０は、相互と平行し正反対になる。横
壁５３０と５４０は相互と平行し正反対になり、壁５１０と５２０に概略垂面の関係で結
合される。
【００４５】
　壁５１０は、外面５１１と内面５１２を含有する。外面５１１はコア側面４１８と共に
延び、同一平面上にあり、内面５１２の一部はコア上面４１４と壁５１０に対し約４５°
の角度で対向壁５２０の方向にリム６００からコア上面４１４まで外側下方へ傾斜すなわ
ち勾配する。壁５２０、５３０および５４０のすべては、各コア側面４２０、４２４、４
２２と概略同一平面上にある概略垂直の外壁およびコア上面４１４により規定される水平
面と通常ほぼ垂面の関係にある概略垂直の内壁を規定する。
【００４６】
　また、壁５１０は、概略平行で離間した複数のスロット５６０、５６２、５６４および
５６６を規定する。
【００４７】
　端壁部５１０Ａは、壁５３０とスロット５６０の間に規定される。端壁部５１０Ａは、
壁５３０に対し垂面である。隔離された接地壁、ポストまたはフィンガー５１０Ｂは壁部
５１０Ａに隣接、離間して位置し、それらの間のスペースがスロット５６０を規定する。
中央壁部５１０Ｃはポスト５１０Ｂに隣接、離間して位置し、それらの間のスペースがス
ロット５６２を規定する。隔離された壁部、ポストまたはフィンガー５１０Ｄは中央壁部
５１０Ｃに隣接、離間して位置し、それらの間のスペースがスロット５６４を規定する。
ポスト５１０Ｄは、ポスト５１０Ｂと正反対になる。端壁部５１０Ｅはポスト５１０Ｄに
隣接、離間して位置し、それらの間のスペースがスロット５６６を規定する。ポスト５１
０Ｂと５１０Ｄは、フィルタ４００のコア上面４１４から概略垂面の関係で外側上方に延
びる。
【００４８】
　壁５１０のうち選択された内面部が、勾配または傾斜している。内勾配面部５１２Ｃは
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、壁部５１０Ｃに位置する。内勾配面部５１２Ｄは、壁部またはポスト５１０Ｄに位置す
る。内勾配面部５１２Ｅは、壁部５１０Ｅに位置する。
【００４９】
　また、壁部５１０Ｃ、５１０Ｄおよび５１０Ｅは、概略三角形の側壁を規定する。具体
的には、壁部５１０Ｃはポスト５１０Ｂに隣接する側壁５１４Ｄおよびポスト５１０Ｄに
隣接する対向側壁（図示なし）を規定する。ポスト５１０Ｄは、壁部５１０Ｃに隣接する
側壁５１４Ｆおよび端壁部５１０Ｅに隣接する側壁５１４Ｇを規定する。壁部５１０Ｅは
、ポスト５１０Ｄに隣接する側壁５１４Ｈを規定する。
【００５０】
　壁５２０は、外面（図示なし）と内面５２２を含有する。外面（図示なし）はコア側面
４２０と共に延び、同一平面上にあり、内面５２２はコア上面４１４に対し垂面である。
【００５１】
　壁５３０は、外面５３１と内面（図示なし）を含有する。外面５３１はコア側面４２４
と共に延び、同一平面上にあり、内面（図示なし）はコア上面４１４に対し垂面である。
【００５２】
　壁５４０は、外面（図示なし）と内面５４２を含有する。外面（図示なし）はコア側面
４２２と共に延び、同一平面上にあり、内面５４２はコア上面４１４に対し垂面である。
【００５３】
　隔離された壁部、ポストまたはフィンガー７００は、各壁５２０と５３０に隣接し離間
する関係でコア４１２の左上隅に規定される。ポスト７００と壁５３０の間のスペースは
、スロット７０２を規定する。ポスト７００と壁５２０の間のスペースは、スロット７０
４を規定する。下に詳しく説明する通り、ポスト７００は、金属化されないコア上面４１
４の非金属化領域４４４に連続する１対の概略三角形の側壁７０９を規定する。ポスト７
００は、金属化上部リム７１２、コア側面４２４と壁５３０の外面５３１と同一平面上に
ある金属化前面７０６および金属化内勾配面または内斜面７１０を含有する。ポスト７０
０は、通常、フィルタ上面４１４から概略垂面に上方外側に延びる。ポスト７００の外面
７０９は、コア側面４２０および壁５２０の外面（図示なし）と同一平面上にある。
【００５４】
　受信フィルタ４００は、誘電体コア４１２に規定される複数のスルーホール４３０によ
り部分的に規定される複数の共振器４２５を含有する。スルーホール４３０は、コア上面
４１４と下面４１６に規定される各開口部から延び各開口部に終端がある。スルーホール
４３０は、離間した共直線の関係でブロック４１２の縦軸に沿って延びる。各スルーホー
ル４３０は、円筒形の金属化内側壁面４３２により規定される。
【００５５】
　また、コア４１２の上面４１４は、導電金属化領域またはパターンと絶縁非金属化領域
またはパターンとから成る凹型の表面層パターン４４０を規定する。パターン４４０の一
部はコア４１２の上面４１４に規定され、キャビティ５５０底部の凹型位置により壁５１
０、５２０、５３０および５４０の上部リム６００から離間した関係で凹型フィルタパタ
ーンを規定する。
【００５６】
　金属化領域は、導電銀を含有する材料の表面層の場合がある。また、凹型パターン４４
０は、上面４１４、下面４１６、側面４１８、４２０、４２２、４２４およびスルーホー
ル４３０の内壁４３２を覆い、共振器スルーホール内部から連続して上面４１４と下面４
１６の両方へ延びる広い金属化領域またはパターンを規定する。この凹型パターンは、帯
域外信号の送信を吸収または防止する役割を果たすため接地電極とも呼ばれる。
【００５７】
　コア上面４１４の凹型パターン４４０は複数の共振器パッド４６０Ａ、４６０Ｂ、４６
０Ｃ、４６０Ｄ、４６０Ｅおよび４６０Ｆから成り、それらのパッドは少なくても部分的
にコア上面４１４に規定されるスルーホール４３０の各上部開口部を囲繞する。共振器パ
ッド４６０Ａ～Ｆはスルーホール４３０の各内面４３２を通じて延びる金属化領域に連続
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または接続し、隣接する共振器および他の表面層金属化領域と所定の容量結合を有する形
状にされる。
【００５８】
　非金属化領域またはパターン４４４は、コア上面４１４の部分およびコア側面４１８、
４２０および４２４の少なくても一部に渡り延びる。また、コア上面４１４の非金属化領
域４４４は、金属化共振器パッド４６０Ａ～Ｆのすべてを囲繞する。さらに、非金属化領
域４４４は上面スロット部５８２、５８３、７２０、７２２および側壁部５１４Ｅ、５１
４Ｆ、５１４Ｇ、５１４Ｈ、７０９へ延び、少なくてもそれらを覆う。
【００５９】
　また、非金属化領域４４４は、ポスト７００の前面７０６とスロット７０２の下に位置
するコア側面４２４の一部へ延びる概略長方形の非金属化領域７１４を規定する。概略長
方形のもう１つの非金属化領域（図示なし）は非金属化領域７１４と結合され、ポスト７
００の外側壁７０８とスロット７０４の下に位置するコア側面４２０の一部へ延びる。
【００６０】
　同様の概略長方形の非金属化領域４４８は、ポスト５１０Ｄの前面およびスロット５６
４と５６６の下に位置するコア側面４１８の一部へ延びる。
【００６１】
　また、コア上面４１４の表面層パターン４４０は、入出力受信接続領域を含有する１対
の隔離された導電金属化接合領域または電極６１０およびアンテナ入出力信号接続領域ま
たは電極７３０を規定する。
【００６２】
　受信接続領域６１０は壁５１０と側面４１８の一部、具体的にはポスト５１０Ｄの内面
部及びリム部５１２Ｄ及び６００へ延び、下に詳しく説明する通り表面実装受信導電接続
点、パッド、接触部またはポストを規定する。
【００６３】
　電極６１０は、壁５４０に隣接する上面４１４に位置する。接続領域または電極６１０
は、電極部６１１、６１２、６１４および６１５を含有する。電極部６１１は共振器パッ
ド４６０Ｅと４６０Ｆの間に位置し、ポスト５１０Ｄの内面部５１２Ｄに位置する電極部
６１２と接続し、電極部６１１と接続する。電極部６１４はポスト５１０Ｄのリム６００
に位置し、電極部６１２と接続する。電極部６１５はポスト５１０Ｄの外面に位置し、電
極部６１４と接続し、非金属化領域により四方を囲繞されている。
【００６４】
　アンテナ接続領域７３０はポスト７００へ延び、下に詳しく説明する通り表面実装導電
アンテナ接続点、パッド、接触部またはポストを規定する。
【００６５】
　金属化アンテナ接続領域または電極７３０は概略Ｌ型で、壁５３０に隣接するコア上面
４１４に位置する。接続領域または電極７３０は、電極部７３１、７３２、７３３、７３
４および７３５を含有する。電極部７３２は共振器パッド４６０Ａと４６０Ｂの間に位置
し、電極部７３１と接続する。電極部７３３はポスト７００の内面部７１０に位置し、電
極部７３１と接続する。電極部７３４はポスト７００の上部リム部６００に位置し、電極
部７３３と接続する。電極部７３５はポスト７００の外面７０６に位置し、電極部７３４
と接続する。電極部７３５は、非金属化領域により四方を囲繞されている。
【００６６】
　凹面パターン４４０は、金属化領域と非金属化領域を含有する。金属化領域は相互から
離間し、それにより容量結合される。容量結合の量は、金属化領域のサイズや隣接する金
属化部の間の分離距離ばかりでなく全体的なコア形状やコア誘電材料の誘電定数とほぼ関
係する。同様に、面パターン４４０は、金属化領域間の誘導結合を引き起こす。
【００６７】
　図３の説明に移るが、単式低域フィルタまたは単式送信フィルタ１０は単式高域フィル
タまたは単式受信フィルタ４００に連結または接合され、本発明の複式フィルタ８００の
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１つの実施例を形成する。
【００６８】
　フィルタ１０と４００は、様々な方法により結合できる。例えば、各フィルタ１０と４
００のコア縦側面１８と４２０は金属材料で覆われており、フィルタ１０と４００、具体
的には、それらの各側面１８と４２０および壁１２０と５２０を並列および隣接の関係で
結合し、次にフィルタ１０と４００を炉で熱してフィルタ１０の側面１８の外面の金属お
よびフィルタ４００の側面４２０の外面の金属を焼結、融合することにより単一の金属化
フィルタ内壁８０５を中央に形成して両方のフィルタを結合できる。内壁８０５は、１番
目の組のスルーホール８３０Ａと２番目の組のスルーホール８３０Ｂとの間を複式フィル
タ８００の全中心に沿って縦に延びる接地板を形成、規定し、これにより、これらを好適
に分離、隔離することができる。フィルタ１０と４００を結合するためには、導電性エポ
キシ樹脂、はんだ、または機械結合の技術を利用しても良い。
【００６９】
　ある実施例では、複式フィルタは個々の別々の単式フィルタ１０と４００の組合せから
成り、各フィルタ１０と４００のコア１２と４１２により規定される概略細長い平行６面
体または箱形の頑丈なブロックまたはコア８１２を具備する。コア８１２は、各フィルタ
１０と４００の結合縦上面１４と４１４により規定される縦上面８１４、各フィルタ１０
と４００の結合縦下面１６と４１６により規定されコア上面８１４と平行し正反対になる
縦下面８１６（図４）、フィルタ４００の縦側面４１８により規定される１番目の縦側面
８１８、フィルタ１０の側面２０により規定されコア側面８１８と平行し正反対になる２
番目の縦側面８２０（図４）、各フィルタ１０と４００の結合側面２２と４２２により規
定される３番目の横側面または端面８２２（図３と４）および各フィルタ１０と４００の
結合側面２４と４２４により規定され端面８２２と平行し正反対になる４番目の横側面ま
たは端面８２４という概略長方形の６つの面を含有する外面を規定する。コア面８２２と
８２４は、コア面８１８と８２０に対し垂面である。フィルタ内壁８０５は、コア面８１
８と８２０に平行である。
【００７０】
　また、コア８１２は、フィルタ１０の壁１１０により規定される縦壁８１０、８１０と
反対になりフィルタ４００の壁５１０により規定される縦壁８２０、各フィルタ１０と４
００の結合壁１３０と５３０により規定される横側壁８３０および８３０と反対になり各
フィルタ１０と４００の結合壁１４０と５４０により規定される横側壁８４０という、上
面８１４の４つの各外周辺端部から上方外側に延びる概略平面の４つの壁を規定する。
【００７１】
　壁８１０、８２０、８３０および８４０は協働して上部周辺リム１０００を規定し、ま
た、壁８１０、８２０、８３０、８４０およびコア上面８１４は上部のキャビティ８５０
を規定する。壁８１０と８２０は、相互に平行し正反対になる。壁８３０と８４０は相互
に平行し正反対になり、壁８１０と８２０に概略垂面の関係で結合される。
【００７２】
　縦壁８１０は離間、隔離された１対のポストまたはフィンガー１０１０Ｂと１０１０Ｄ
を規定し、それらのポストはフィルタ１０の各ポストまたはフィンガー１１０Ｂと１１０
Ｄにより規定され位置、構造および機能が一致する。以上の説明は、参照用として本書に
援用する。ポスト１０１０Ｂは壁８３０に隣接して位置し、ポスト１０１０Ｄは壁８４０
に隣接して位置する。
【００７３】
　対向縦壁８２０は離間、隔離された１対のポストまたはフィンガー１５１０Ｂと１５１
０Ｄを規定し、それらのポストはフィルタ４００の各ポストまたはフィンガー５１０Ｂと
５１０Ｄにより規定され位置、構造および機能が一致する。以上の説明は、参照用として
本書に援用する。ポスト１５１０Ｂは壁８３０に隣接して位置し、ポスト１０１０Ｂと正
反対になる。ポスト１５１０Ｄは壁８４０に隣接して位置し、ポスト１０１０Ｄと正反対
になる。
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【００７４】
　横縦壁８３０は隔離され概略中心に位置するポストまたはフィンガー１２１０を規定し
、そのポストは各フィルタ１０と４００のポストまたはフィンガー３００と７００の結合
、具体的には隣接した関係にある各外面３０８と７０９の結合により規定される。
【００７５】
　また、フィルタ８００は、各フィルタ１０と４００の結合壁１２０と５２０により規定
され壁８４０から対向壁８３０の手前までフィルタ８００の中心を縦方向に延びる中心の
縦内壁８４２を含有する。壁８４２は、壁８１０と８２０に平行で離間した関係でフィル
タ８００のコア上面８１４から上方外側に延びる。また、壁８４２は、フィルタ上面８１
４とキャビティ８５０を概略長方形の上部と下部を有する概略平行に隣接する送受信フィ
ルタ部またはキャビティ８５２と８５４に分割、隔離する。
【００７６】
　キャビティまたは部位８５２は各フィルタ壁８１０と８４２の間に規定され、キャビテ
ィまたは部位８５４は各フィルタ壁８５４と８４２の間に規定される。
【００７７】
　部位８５２は、フィルタ１０の共振器２５、スルーホール３０およびパターン４０によ
り規定され、位置、構造および機能が対応し、したがって、参照によりここに組み込まれ
る複数の共振器スルーホール８３０Ａにより部分的に規定される複数の共振器８２５Ａと
、導電金属化領域またはパターンと絶縁非金属化領域またはパターンとから成るパターン
８４０Ａとをコア上面８１４に含有する。
【００７８】
　スルーホール８３０Ａは、中心の内壁８４２上のこれと平行なブロックまたはコア８１
２のコア上面８１４に沿って離間した平行の関係で縦に延びる。各スルーホール８３０Ａ
はコア８１２を通じて延び、コア８１２の上面８１４と下面８１６により規定される各開
口部に終端がある。
【００７９】
　フィルタ８００のパターン８４０Ａ、ポスト１０１０Ｄおよびポスト１２１０の各々は
、パターン４０の各導電材料ストリップ２１１、２１２、２１４、３３０、３３３および
３１２により規定され、位置、構造および機能が対応し、したがって、参照によりここに
組み込まれる各導電材料ストリップ１２１１、１２１２、１２１４、１３３０、１３３３
および１３１２、ポスト１１０Ｄならびにフィルタ１０のポスト３００の各々を含有する
。
【００８０】
　部位８５４は、フィルタ４００の共振器４２５、スルーホール４３０およびパターン４
４０により規定され、位置、構造および機能が対応し、したがって、参照によりここに組
み込まれる共振器スルーホール８３０Ａと並行し正反対になる複数の共振器スルーホール
８３０Ｂにより部分的に規定される複数の共振器８２５Ｂと、導電金属化領域またはパタ
ーンと絶縁非金属化領域またはパターンとから成るパターン８４０Ｂとをコア上面８１４
に含有する。
【００８１】
　スルーホール８３０Ｂは、中心の内壁８４２とスルーホール８３０Ａの下でこれと平行
にブロックまたはコア８１２に沿って離間した平行の関係で縦に延びる。各スルーホール
８３０Ｂはコア８１２を通じて延び、コア８１２の上面８１４と下面８１６により規定さ
れる各開口部に終端がある。
【００８２】
　フィルタ８００のパターン８４０Ｂ、ポスト１５１０Ｄおよびポスト１２１０の各々は
、パターン４４０の各導電材料ストリップ６１１、６１２、６１４、７３０、７３３およ
び７３４により規定され、位置、構造および機能が対応し、したがって、参照によりここ
に組み込まれる各ストリップ１６１１、１６１２、１６１４、１７３０、１３３３および
１３３４、ポスト５１０Ｄならびにフィルタ４００のポスト７００の各々を含有する。
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【００８３】
　また、パターン８４０Ａと８４０Ｂは、各コア側面８１８、８２４および８２０の非金
属化領域１４４８、１７１４および１７１５を除いて、フィルタ外面８１０、８２０、８
２２および８２４、各壁８１０、８２０、８３０、８４０および８４２の外部、内部およ
びリムならびに各共振器スルーホール８３０Ａと８３０Ｂの内部を覆う金属化層を含有す
る。各非金属化領域１４４８、１７１４および１７１５は、各ポスト１５１０Ｄ、１２１
０および１０１０Ｄの下に位置する。
【００８４】
　このように、図３の実施例では、送信接続フィンガー、ポスト、パッドまたは電極１０
１０Ｄはフィルタ８００の縦壁８１０に位置し、受信接続フィンガー、ポスト、パッドま
たは電極１５１０Ｄはパッド１０１０Ｄに正反対の関係でフィルタ８００の縦壁８２０に
位置し、アンテナ接続フィンガー、ポスト、パッドまたは電極１２１０は壁８１０と８２
０を結合する横壁８３０に位置する。
【００８５】
　また、中心の内壁８４２は、各送受信フィルタ部８５２と８５４、各金属化上面パター
ン８４０Ａと８４０Ｂおよび各スルーホール８２５Ａと８２５Ｂを隔離、分離することが
分かる。
【００８６】
　図４の説明に移るが、複式フィルタ８００が概略平面で長方形の回路基板（ＰＣＢ）９
００に取り付けられた様子を示している。ある実施例では、回路基板９００は、上面９０
２、下面（図示なし）および複数の側面９０３、９０４、９０５、９０６を含有するプリ
ント回路基板である。回路基板９００の板厚ＢＨは、ＰＣＢ上面９０２と下面（図示なし
）の間の面９０６に沿って測定される。また、回路基板９００は、ＰＣＢ上面と下面の間
の電気接続部となるめっきスルーホール９２５を含有する。複数の回路線９１０と接続パ
ッド９１２は上面９０２に位置し、端子９１４と接続される。回路線９１０、接続パッド
９１２および端子９１４は、銅などの金属を材料とする。端子９１４は、複式フィルタ８
００を外部電気回路（図示なし）に接続する。
【００８７】
　複式フィルタ８００は上面を下向きにしてＰＣＢ９００に取り付けられ、コア上面８１
４はＰＣＢ９００の上面９０２と向かい合い平行で離間した関係となり、フィルタ８００
の壁８１０、８２０、８３０、８４０および８４２により規定されるリム１０００はＰＣ
Ｂ９００の上面９０２に設置、はんだ付けされる。この関係では、フィルタ８００により
規定されるキャビティ８５０が部分的にシールされ、上面８１４、基板面９０２および壁
８１０、８２０、８３０、８４０、８４２により規定される囲いを規定する。
【００８８】
　また、この関係では、複式フィルタ８００の概略垂直で細長いスルーホール８３０Ａと
８３０ＢはＰＣＢ９００に対し通常ほぼ垂直の関係で規定、配置され、各スルーホール８
２５Ａと８２５Ｂの開口部は基板上面９０２と向かい合い離間した関係となる。
【００８９】
　図４の結合関係では、アンテナ接続ポスト、パッドまたは電極１２１０、具体的にはリ
ム１０００の金属化リム部１３１２と１３３４は、はんだ９２０によりＰＣＢ９００の金
属化接続パッド９１２の１つに設置、結合される。同様に、送信ポストまたはパッド１０
１０Ｄ、具体的には金属化リム部１２１４は、はんだ９２０によりＰＣＢ９００の接続パ
ッド９１２の別の１つに設置、結合される。さらに、受信ポストまたはパッド１５１０Ｄ
、具体的には金属化リム部１６１４は、同様に基板上面９０２の接続パッド９１２の別の
１つに設置、結合される。そして次に、各接続パッド９１２が各回路線９１０に結合され
る。
【００９０】
　フィルタ８００の対向縦面にある送信入力接続パッド１０１０Ｄと受信出力接続パッド
１５１０Ｄの位置は干渉とクロストークを減少させる利点があり、また、各送信入力・受
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信出力回路線９１０も基板９００の対向縦面９０３と９０６に位置させることを可能にし
、これにより、より良い隔離を形成し、各回路線間の干渉を減少させることができる。
【００９１】
　また、回路基板９００は、概略長方形の接地リングまたは接地線９３０を上面９０２に
含有する。接地リングまたは接地線は銅を材料とし、はんだ９３５（一部のみを図４に示
す）により各電極とフィルタ壁のリムがその上に付着される。例えば、最初にはんだ９２
０と９３５により接地リング９３０と接続パッド９１２の各々が覆われ、次に電極部１０
１０Ｄと１２１０が各接続パッド９１２と一致するように複式フィルタ８００が上面９０
２に設置される。そして、回路基板９００と複式フィルタ８００がリフロー炉に入れられ
、はんだ９２０と９３５が溶融、リフローされる。
【００９２】
　各壁８１０、８１０、８３０、８４０および８４２のリム１０００の接地リング９３０
への取り付けは、複式フィルタ８００の外面の大部分を接地するための電気路を形成する
。
【００９３】
　図４に示す通り、複式フィルタ８００の寸法は長さＬ、幅Ｗ、高さＨおよびＨに等しい
共振器長さＲＬである。典型的には１．０ＧＨｚで動作する高周波フィルタの場合、複式
フィルタ８００の設計では共振器長さ（ＲＬ）を基板高さ（ＢＨ）以下にする必要がある
場合がある。下面を基板に平らに設置するか（上面を上向きにして）、側面の１つを基板
に平らに設置する（上面を横向きにして）ことにより取り付ける従来技術のフィルタでは
、共振器長さが基板高さより短くなる場合、フィルタは回路基板に取り付けられる際に高
周波で不安定になる場合がある。余分な電磁場が生成され、フィルタの減衰が妨害された
り低下する場合もある。また、これらの余分な電磁場は、ゼロ点としても知られるフィル
タポールの減衰と減衰の鋭さを低下させる場合もある。
【００９４】
　基板９００と向かい合う面８１４に凹型上面パターン８４０Ａと８４０Ｂを具備した本
発明の複式フィルタ８００を使用することにより、接地と帯域外信号の吸収が改善され、
電磁場がキャビティ８５０内部に閉じ込められ、フィルタの減衰とゼロ点の改善するよう
に、キャビティ８５０外部の電磁場がノイズや干渉を生じさせることが防がれる。
【００９５】
　本発明では、同じ設置面積（長さＬと幅Ｗ）を複数の周波数帯域について使用できる。
従来技術のフィルタでは、典型的には、フィルタ目標の周波数に応じてサイズまたは設置
面積を増減させる必要がある。フィルタ８００は同じ設置面積を有して様々な周波数で使
用できる。
【００９６】
　本発明の別の利点としては、はんだリフローの過程でのフィルタ８００とＰＣＢ９００
の設置リング９３０の自己整合を挙げられる。液状はんだ９３５の表面張力は、リフロー
の過程で設置リング９３０間のリムおよびコア８１２の自己センタリング機能を提供する
リムの周りに等しく分散されるため、フィルタ８００は優れた自己整合を示す。
【００９７】
　また、複式フィルタ８００では壁８１０、８２０、８３０、８４０、８４２および基板
９００が遮蔽機能を果たすため、スプリアスの電磁妨害を減少させるために現在使用され
ている外部の金属遮蔽材などの遮蔽材を設置する必要がなくなる。しかし、特別な用途の
場合には、遮蔽材を適宜、フィルタ８００に付加することもできる。
【００９８】
　また、本発明では、接地が改善されて電磁場がキャビティ８５０内部に閉じ込められる
ため、より急峻な減衰を示すフィルタ８００が提供される。キャビティ内壁８４２を使用
する結果として、フィルタ８００の各送受信部において金属化パターンと共振器パッドの
隔離が改善され、従来のフィルタと比較して高調波抑制を改善できる。
【００９９】
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　また、本発明では、入力電極、出力電極およびアンテナ電極をフィルタ８００の端部ま
たは壁に沿って配置することが可能になる。図には示していないが、ある実施例では、ア
ンテナ電極をフィルタの送信入力電極やパッドまたは受信出力電極やパッドと同じ側壁に
設置することも可能である。従来技術の表面実装フィルタでは、すべての電極が誘電体ブ
ロックと同じ面にあることが要求される。
【０１００】
　また、凹型パターン８４０Ａと８４０Ｂにより、直列に接地に接続されたキャパシタン
スとインダクタンスを含む共振器回路が実現する。パターン８４０Ａと８４０Ｂの形状に
より、全体的なキャパシタンス値とインダクタンス値が決定される。キャパシタンス値と
インダクタンス値は、通過帯域の整数間隔の調和振動数などの通過帯域外周波数に対する
周波数応答を抑制する共振器回路を形成できるように設計される。
【０１０１】
　図の実施例では上面８１４に隣接したキャビティ８５０が示されているが、キャビティ
およびキャビティを規定する対応壁はフィルタの単数または複数の他の面に形成できるこ
とも分かる。
【０１０２】
　別の実施例では、キャビティ８５０がコア８１２の面の一部のみを覆う場合もある。例
えば、キャビティ８５０は上面８１４の１０％のみを包含する場合がある。別の実施例で
は、複数のキャビティが対応する増設壁によりコア８１２の同じ側または面に配置、形成
される場合もある。
【０１０３】
　また、本発明では、標準的な単式フィルタを結合するだけで複式フィルタ８００を形成
できるため、製造工程を簡易化しコストを削減できるという利点がある。
【０１０４】
　マイクロウェーブオフィスコンピュータシミュレーションソフトウェアを使用したコン
ピュータシミュレーションにより、長さ１６．１７ｍｍ、高さ５．１ｍｍ、幅９．０４ｍ
ｍの複式フィルタ８００を評価した。フィルタ性能シミュレーションのパラメータを下の
表１に示す。

【表１】

【０１０５】
　図５は本発明の複式フィルタ８００の性能シミュレーションによる信号強度（または信
号損失）対周波数を示すグラフであり、低域通過域または送信帯域は８８０～９１５ＭＨ
ｚ、広域通過帯域または受信帯域は９２５～９６０ＭＨｚである。複式フィルタ８００の
受信ポートと送信ポート間のピークアイソレーション（Ｓ２３）は９１８ＭＨｚで－３５
．７ｄＢであり、従来技術の複式フィルタと比較して改善されている。複式フィルタ８０
０のＳ１２値は送信帯域端部において９１５ＭＨｚで－４５ｄＢであり、Ｓ１３値は受信
帯域端部において９２７ＭＨｚで－５９ｄＢである。
【０１０６】
　本発明は、様々な周波数で動作するＲＦ信号フィルタに応用できる。主な応用例として
は、携帯電話、携帯電話基地局、加入者ユニットなどを挙げられる。その他の高周波応用
例としては、衛生通信、グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）、マイクロ波応用
技術などの通信デバイスを挙げられる。
【０１０７】
　上に説明した実施例は、本発明の新しい特長の精神と範囲から逸脱することなく様々な
変形例が可能である。本書は、ここに説明する特殊フィルタの限定を意図、暗示していな



(16) JP 2012-514954 A 2012.6.28

い。無論、添付の特許請求の範囲は、変形例もその範囲に網羅されることを意図している
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１０８】
【特許文献１】欧州特許出願公開ＥＰ０９５１０８９Ａ２号公報

【図１】 【図２】
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【図５】
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